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現代青年の思春期の葛藤に関する考察

――映画Fス タンド・バイ・ミー』に触発された大学生の回想文をもとに一―
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1.は じめに

最近の若者像を記した言説をみると、思春期の葛藤を体験 しない、もしくは反抗期を体

験 しない若者が増えている、という主張がある。求人情報誌の大手であるマイナビが

2012年 に大学生 200人 を対象に行った調査でも、47%も の学生が、「自分には反抗期はな

かった」と答えたと報告している。そうした報告の中では、大人に反抗せず、大人の価値

観をそのまま自分のものとし、葛藤を抱えることなく成長していく若者の姿が、ある種の

危機感をもって語られる場合が多い。一方で、「思春期の危機を生きる子どもたち」像と

して、深刻化するいじめや凶暴な少年犯罪の増加が語られ (尾木 ,2006)、 少年犯罪に対

する厳罰化が世論によって強まり、実際に司法においてもその色合いを強めている。

本論は、そうした二極化する若者像をふまえながら、実際に思春期の葛藤や反抗心を体

験 した、もしくは体験 しなかった大学生に、当時のことを回想させ、そのデータを分析す

ることで、生の若者の姿を描き出すことを目的としている。その方法として、思春期を舞

台に展開する映画を鑑賞させた上で、いくつかの質問に答えさせた。こうした手続きを踏

むことによって、彼らに時間軸の中で過去からの連続性を実感させつつ、今現在の自分を

捉えることを可能にしたと考える。このデータをもとに、彼ら自身がどのように思春期を

意味付けているのかを、検討していきたいと考えている。

2.映画『スタンド・バイ・ミー』を見て、自らの思春期を顧みることの意味

本論の元になっている学生の回想は、映画『スタンド・バイ・ミー』を学生らに鑑賞さ

せた後に、記述をさせたものである。このような手法を採用した理由は、①『スタンド・

バイ・ミー』は思春期の子どもたちの死体探しの冒険を通して、豊富なエピソードによっ

て親や社会に姑する子どもたちの葛藤が描かれていること、②ある種、通過儀礼とも呼ベ

るこの冒険 (本田,1995)に よって成長していく主人公らの姿が、大人になった主人公の

目を通して描かれていること、があげられる。

①について言えば、学生らに単に思春期を思い出させて、エピソー ドや′と司青を書かせる

より、具体的な例を提示することによって、より鮮明に思春期の葛藤を思い出させる効果

があると考えられる。特に、この映画は思春期の子どもたちの′とV晴 を、いくつものエピソー
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ドの中に丹念に描いている。見る者は、自分と登場人物を重ね合わせ、「あの頃」の閉塞感、

大人の支配の及ばぬときの高揚感と無力感、幼いが しかし忘れ得ぬ友情の甘酸っぱさを、

ひしひしと体感することになる。したがってこの映画は、学生たちの思春期のエピソー ド

を引き出すだけでなく、当時の感情を無理なく蘇らせることができるのではないかと考え

た。

②については、『スタンド・バイ・ミー」は大人になった主人公の回想として、主人公

本人が思春期の冒険を語ることによって、彼を取 り巻 く環境、すなわち親子・兄弟関係や

友人関係、そして世界がどのように見えていたのかが明確になっている。学生らにもこの

主人公と同様に自らの思春期を語らせることによって、彼らを取 り巻 く家族や友人をどの

ように捉え、思春期の葛藤をどう乗 り越えてきたのかを、今現在の彼らの客観的な解釈を

もとに書かせることができたと思われる。

3.『スタンド・バイ・ ミー』で描かれていること

(1)あ らす じ

ここで、簡単ではあるが、『スタンド・バイ・ミー』のあらす じを紹介 しておく。

主人公の作家ゴーディは、ある日、「クリス・チャンバー弁護士、刺殺される」という

新聞の記事を目にした。クリスとは、少年時代の親友である。その事件をきっかけに、ゴー

デイの 30年 を一気にさかのぼる少年時代の回想が描かれていく。

物語は、人口 1200人程度の小さな町、アメリカ、オレゴン州のキャッスルロックで展

開する。小学校を卒業 し中学校に入学するまでの休暇期間であったゴーディ、クリス、テ

ディ、バーンは、いつも四人で木の上に建てた小屋に集まり、煙草を吸ったリカー ド遊び

に興 じるなど大人のまねごとをしながら過ごしていた。四人は家庭環境こそ異なるが、少

年時代特有の仲間意識で結ばれていた。そして、彼らはそれぞれ家庭では、家族との間に

葛藤を抱えていて、ある種閉塞感の中で生活していた。ゴーディはつい先日、両親の自慢

であつた兄を不慮の事故で亡 くし、兄の喪失から立ち直れない両親の冷たい仕打ちから、

死ぬべき者は自分だったのではなかろうかと、胸を痛めていた。クリスはアルコール中毒

の父とグレた兄を持ち、家庭環境の悪さから、自分が周囲の人たちから信用されていない

という体験を積んでいたため、将来の自分について大きな不安を抱えていた。テディは、

ノルマンディ作戦で大活躍 したことを誇 りにしているが今では精神に病を抱える父親に、

複雑な感情を抱いていた。

そんなある日、バーンが兄たち不良グループの会話を盗み聞きし、フラワーという少年

が線路を歩いていて電車に弊かれ、その遺体が発見されていないということを知る。そこ

で四人の少年たちは、遺体を発見すれば町の英雄になれると考え、線路伝いに遺体を探す

旅に出かけた。少年たちにとってこの旅は、初めて子どもだけで町を出る大冒険であった。

旅の途中、一夜を山の中で野宿することになり、すでに眠りについているテディとバー
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ンの傍らで、ゴーデイとクリスはクリスが家から持ち出した父親のピス トルを手に、見張

り呑をしていた。そのときゴーデイは、いつも気丈で兄貴分のようなクリスが将来に対す

る不安を泣きながら訴えるのを聞き、自分だけでなく彼も、溢れそうな不安や悲 しみを抱

える一人の少年であることを知った。それによつて二人の仲間としての距離はさらに縮ま

り、お互いの間に強い絆が生まれるのだった。

翌朝、夜明けとともに歩き出した少年たちは、ついにフラワーの遺体を発見する。茂み

の中に横たわる少年の無惨な姿に、皆一様に目を見張った後、クリスが気を取 り直して遺

体を運ぶための算段を皆に指示 した。が、そのとき、ゴーデイは遺体を見つめたまま、「な

ぜ死んだんだ」とつぶやき座 り込んでしまう。彼の中ではフラワーの死と兄の死とが重な

り、「なぜ兄は死んだのか」、「自分が死ねばよかった」、「父もそれを望んでいたJと いう

少年にとっては抱えきれないほどの思いが一気に吹き出した。クリスはそんなゴーディの

肩を抱き、「父親はお前のことを知らないだけだ、きつとお前はすごい作家になれる」と

励ますのだった。そんな場面が、遺体を横取 りしようとする不良グループの年長者たちの

出現によって、一気に緊迫度を増 した。クリスは果敢に立ち向かい、ゴーディは銃をリー

ダー格の青年に突きつけた。その気迫に押されて、年長者たちは遺体をあきらめ退散して

ゆく。

結局、少年たちは英雄になるという当初の目的を果たすことなく、匿名で警察に通報す

ることにし、その場を後にした。少年たちの冒険は終わった。町に戻っていった彼らにとっ

て、町はそれまでよりも小さく、違って見えた。

その後、進学組と就職組に分かれて成長していった四人は、あの冒険以来ほとんど集う

ことはなかった。映画の中では大人になった彼 らの「今」が語られ、中でもクリスは苦学

して弁護士になり、冒頭の事件に巻き込まれて死ぬまでのいきさつが示される。ゴーディ

はクリスの予言どおり、作家となり、かつての冒険を小説に書き綴った。その文の中には、

「私はあの 12歳のときに持った友人に勝る友人を持ったことがない」と記されていた。

(2)大人になるための通過儀礼

『スタンド・バイ・ミー』におけるこの冒険旅行は、少年時代の友人、そして少年時代

そのものへの、まさに決別の儀式のように描かれている。本田 (1995)は こうした少年と

大人とをはっきりと切 り分ける決別の儀式、すなわち「通過儀礼」について以下のように

述べている。

少年の日の終わりに「死と再生」を体験する関門が用意され、それを港 り抜けること

で成長への歩みが保証されることは、「通過儀礼」とよばれて、周知のように、伝統的

社会が作 り出した一つの知恵であった。 (中 略)。 伝統的社会の知恵は、非一人前の者た

ちを一人前の成貝として共同体に組み入れるべ く、そのための確固たる道を用意してき
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た。子どもたちの前には、時として障害とすらみえる困難な課題が設定されているのだ

が、そして、そのことで幼い者たちには苦しい修行と努力が要請されはしたが、 しかし

課題が克服されさえすれば、彼らが成人社会の一員として生きる道が保証されていたわ

けである。

そ して本田は、近代社会における若者の「通過儀礼Jを上記 と対立させて、次のように

述べた。

産業化の進んだ近代社会では、それぞれの伝統集団に設定されていた通過儀礼を消滅

させ、その代わりに、すべての子どもたちを「学校教育」という単一の進路に組み込ん

でしまった。(中略)。 子どもたちは、階段状に設けられた学年を定められた通りに辿っ

て用意された課程を修了するなら、「卒業」というかたちで一つの問をくぐり抜けたと

されるのである。(中略)。 卒業時に子どもらが獲得したものは、基礎学力という抽象的

な基準で画一的に判定された関門通過能力に他ならない。彼らが外の社会に出て行くた

めには、格別の資格も技術も、そして自信さえも、身についてはいないというのが実情

であろう。

本田は、現代の若者の成長の困難さは、こうした「通過儀礼」の変質、あるいは消滅に

起因するという見解に賛同し、「この節目らしからぬ節目に困惑し、出口に立たされて戸

惑う子どもたち」の存在に言及している。層スタンド・バイ・ミー』では、少年たちが「死」

と直接的に向き合うことによって、一つの関門をくぐり抜け、大人として歩みだす光景が

描かれていた。しかし一方で、本田の述べる通り、彼らが否応無しに「卒業」という出日

に立たされ、何の指針もなく途方に暮れる姿も同時に描かれている。彼らがその後、どの

ように我が身に背魚った条件を受け入れ、大人になっていったかは、推測するより他ない。

では果たして、現代の若者は「学校教育」という関門をくぐり抜ける中で、どのような困

難に道遇し、どのようにそれに姑処し、そこから何を学び取っているのだろうか。「通過

儀礼」の変質は、どのような点に影を落としているのか。このような問題も、学生の回想

から読み取りたい点として挙げておきたい。

4.青年期 (思春期を含む)の親子関係、友人関係の一般的なモデル

(1)青年期の親子関係

かつての青年期の親子関係は、親に対する心理的分離や反抗、親子間の葛藤、ジェネレー

ションギャップが特徴としてあげられ、それらを体験する青年期を疾風怒濤の時代 と考え

るのが一般的であった (平石 ,2006)。 親と子の二つの世代の間には、超えがたい溝があり、

それが青年に強い危機感をもたらす一方で、自分の中に親とは異なる新たな価値観を築い
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ていく原動力にもなっていたのである。

一方、現代の青年期の親子関係は、かつてとは異なり、「愛着と自律」が重要視されて

いる点が特徴で、特に「愛着」は、青年期になってもなお、親にとっても子にとっても重

要な意味合いを持っている (平石 ,2006)。 例えば深谷 (2004)は 、中学生に対する質問

紙調査の結果、母子関係が中心ではあるが、総 じて親子関係がうまくいっている中学生が

多 く、第二反抗期的な険悪な親子関係ではなく、仲の良い親子の姿が見えてくると報告し

ている。そして、第二反抗期の危機を経験 しないことは、子どもが自立のステップを踏ん

でいないことの表れであり、子どものパラサイ ト化傾向に拍車がかかることを危惧 してい

る。確かに、現代青年の依存の長期化は多 くの研究が指摘 しているところである。その要

因として、宮本・岩上・山田 (1997)は 、親の子どもに対する投ユ貝
へ期間の長期化と投資量

の増大をあげている。そして、「親の愛情のあかし」という名のもとに親から子への一方

的な援助が拡大 し、子どもの役割や責任については間われない関係に陥っているために、

親は子どもに自立した大人として生きていく力を与えることができていないのではないか、

と指摘 している。親の承認を受けなくとも、自分の価値観によって決断したり、その責任

を負う力が身につかぬまま、大人になっているということであろう。また、「子どものた

めに」という長期的な援助が可能になっている背景には、「子どものためにすることJが

親のアイデンティティになり、他に生きがいが見つからないという心理的条件と、親に経

済的な余裕ができたという経済的条件の二つが揃つたことをあげている (宮本・岩上 。山

田 ,1997)。

本論では、学生らに「親は自分をどう見ていたか」、また、「自分は親をどう見ていたか」

を書かせることによって、上述したような現代型親子関係が見られるのか、その点も確か

めたいと考えている。

(2)青年期の友人関係

青年期は、映画『スタンド・バイ・ミー』の最後にもあるように、一生の友と呼べるよ

うな特別な友人関係を形成する時期でもある。青年期の特別な友人関係の形成の意義は、

岡田 (1992)に よると、 1)青年自身が両親など大人の生活や規範に疑間を持ち始め、自

分なりのあり方を模索する時期であり、そのため両親よりも同世代の人間のいうことに共

鳴できるようになってくること、2)身体的成熟と精神的未熟のアンバランスから情緒状

態が不安定になりやす く、友人との深い情緒的関係は、不安定から立ち直る意味で重要な

役割を果たすこと、 3)緊密な友人関係を持つことは、両親からの心理的離乳、自立を促

すことがあげられている。また、宮下 (1995)は 次のような点をあげる。 1)自分の不安

や悩みを打ち明けることによって情緒的な安定感・安心感を得る (「 自分だけではない」

という気持ちをもてる)。 2)自 己を客観的に見つめる :友人関係を通 して自分の長所 。

短所に気づき内省する。3)人間関係が学べる。楽しいこと嬉 しいことだけでなく、傷つ
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き、傷つけられる経験を通して、人間としてよいこと、悪いこと、思いやりや配慮を学ぶ、

の三点である。

本論では、以上の点を踏まえ、「友人は自分をどう見ていたか」と「自分は友人をどう

見ていたか」を書かせることによって、思春期のときの友人関係が、学生らにどのような

意味合いで捉えられていたのかをみる。そして、友人関係が思春期の葛藤にどの程度、ま

たどのように影響していたのかも検討したい。

5.現代の若者像を特徴づける要因について

先には、青年期の親子関係と友人関係の一般的な発達モデルを提示 したが、ここでは現

代の若者の自己形成と友人関係に影響を及ぼす要因についての主張を二つあげておく。

(1)子どもを取り巻く環境の変化一消費文化世界

中西 (2001)は 、現代社会の最も大きな変化―親世代と現代の若者の世代を分ける変化

として、消費文化世界の到来をあげている。中西によると、消費文化世界とは、メディア

によって多種多様な情報が大量に生産され、大量に普及し、大量に消費される世界を指す。

現代の若者たちは非常に幼い頃から、パソコン、携帯電話等の情報端末に触れながら成長

している。そこから得られる大量の情報 (不特定多数に向けられる情報ばかりでなく、友

人同士のコミュニケーションツールでもある、メール、ソーシャルネットヮーク、ッイッ

ター等を含む)に 日々曝されている。こうした消費文化の享受が、生活の不可欠の一部で

あり「生活必需品」になっていることを中西は指摘する。そして、「自分たちがどうみられ、

何と言われてどのように扱われるかを、メディアを測定器 (道具)に して測ってゆく「生

き方」は、大人の世代が経験したことのない新しい事態」であり、そのことが、大人が現

代の若者を理解する際の障壁になっていると主張している。この消費文化は子どもたちに

文化的なまとまりや基準を提供するのだが、それは「消費」と名のつくとおり、どんどん

変化していくので、自分たちを測るモノサシも子どもにとってつかみどころのないものと

なる。中西はこのことについて、以下のように述べている。

人間関係をつくるとは、そういうモノサシをよくのみこんで、そこから外れぬように

振る舞うことを意味しています。相手にある程度合わせたり、流行を外さない、外す場

合には自分なりのポリシーをもっているんだぞと周囲にわかるようにしておく、「外見

だけで半J断 しないで」と言いながら、タト見はしっかり流行にはまっている。・・ときに

は矛盾するくらいのそれらの振る舞いを縛っているのは、同世代の他者が自分をみるさ

いのこの評価体系です。
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うに、常に新しい情報を仕入れられるよう、神経を研ぎすましながら思春期を過ごしてき

ている。思春期の子どもは、他者の目を通して見た自分を強烈に意識することを特徴とす

るが、現代ではさらに、消費文化に支えられた基準をもとにして、他者からどのように見

えているかに、子どもたちは最大限の注意を払うことになる。

また中西は、消費文化世界に深く結びつくものとして、「個体化の進行」をあげている。

ここでいう「個体化」とは、一人一人が自己の責任において個別に行動することを指す。

若者の間には、「何をしようと、他者に迷惑をかけていなければ、勝手であり、その人個

人の問題」という考え方が浸透している。例えば、電車の中で人目をはばからず化粧をし

たり、路上に座り込んで飲食をする若者の姿が、大人の常識に反するものとして注目され

たが、若者にとっては人に迷惑をかけていないのだから、その人の自由ということになる。

そうしたことに口出しすることは正しくないという、大人とは異なるモラルを持っている

のである。個を尊重するこうした生き方は、一見楽なようで、反面、「自由Jであるから

こそ、他者の承認や注目を得ることなく、子llヽ独に生きる強さを必要とする。しかし、思春

期の子どもの自己形成は、他者の承認なしには成立しない。また、学校において孤立する

ことは、自分の存在自体が危ぶまれる「透明人間」として生きていくことを意味する。し

たがって、子どもたちは「自分の勝手」と言いながら、しかし「無視されたくない、認め

られたい」という矛盾した欲求を抱え、なおかつ「人に口出し」しないよう自分の考えを

飲み込みながら友人関係を維持するという、涙ぐましい努力をしていることになる。

(2)い じめを生む「優しい関係」

この節では、さらに最近の若者の独特な友人関係に焦点を絞って展開する。

土井 (2008)は 、最近、中学 。高校でみられる特徴的ないじめは、若者の友人関係の根

底に横たわる「優しい関係」に起因すると主張している。「優しい関係」とは、他人と積

極的に関わることで相手を傷つけてしまうかもしれないことを危惧する「優しさ」と、逆

に、他人と積極的に関わることで自分が傷つけられてしまうかもしれないことを危1具する

「優しさ」を重視し、成り立っている関係性を指す (大平 ,1995)。  確かに、筆者も学生

相談室の相談員を担当している中で、現代の若者が非常に傷つきやく、またその傷が癒え

にくいとF象 を持っている。そして、若者の日から頻繁に、「～のせいで、私、傷つきましたJ

という言葉が発せられるのを耳にする。言葉にこそなっていないが、「だから～をゆるさ

ない」という響きがそこにはある。「傷つき」という言葉はかつてないほど一般化し、また、

他者を傷つけることは、若者のモラルに照らせば、もっとも罪深いことのようでもある。

土井 (2008)に よると、現代の若者は、「優しい関係」を維持するために、きわめて注

意深く気を遣いあいながら、なるべく衝突を避けようと慎重に人間関係を営んでいる。本

来、思春期における友人関係は、お互いの姑立や葛藤を経験しながら、訣別と和解を何度

も繰り返すなかで、だんだんと揺るぎない関係として創り上げられるものであった (土井 ,
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2004)。「親友」と呼べるような友人には、自分の率直な思いをストレートにぶつけること

ができ、対立しても簡単に関係性が壊れてしまうことはなかったのである。一方、「優し

い関係」に基づく友人関係は、対立を内に含み込みつつも、関係を維持することにのみ注

意が払われているので、きわめて表面的で希薄なものであり、何気ない (気配りのない)

一言で簡単に壊れてしまう危険をはらんでいる。彼らがこの人間関係にすがるのは、その

関係性こそが彼ら自身の自己肯定感を支える基盤となっているからである (土井 ,2008)。

この「優しい関係」と現代型いじめの発生には関係があると土井は指摘する。現代型い

じめとは、いじめのターゲットが固定されず、気まぐれに転じていくタイプのいじめを指

す。土井は、こうしたいじめの理由に客観的な根拠を見いだすのは難しく (なぜその子を

いじめるのか、という理由は見当たらない)、 あくまで「優しい関係」を維持することで

成り立つ人間関係の重さを軽くするために、いじめが起きていると仮定する。そしてその

いじめは、熾烈というよりはあたかも遊びやゲームの延長のように展開されることが多い。

したがって、自殺に追い込むほどのいじめであっても、教師や友人でさえもそこにいじめ

が起きているといることを認識できなかった例もある。以下に土井の言葉を引用すると、

かくして「優 しい関係」を営む子どもたちは、いじめて笑い、いじめられて笑う。傍

観者たちもまた、それを眺めて笑う。互いに遊びのフレームに乗 りきり、彼 らが「いじ

りJと 呼ぶような軽薄な人間関係を演出することで、いじめが本来的に有する人間関係

の車し蝶が表面化することを避けようとする。そのテクニックは、テレビのバラエテイ・

ショーなどから学ばれることも多い。互いに「いじり」あうことによって観客の笑いを

取る芸人たちの言動は、彼らの教科書として機能している。

このような方略を採用することによって、いじめている狽Jは、いじめているのではないと

主張できるし、いじめられている側も、自分は「いじられ (・
・・・)て いる」と考えるこ

とで、何とか自尊心を保つことができる。こうして人間関係の軋靭はぼやかされていく。

以上、二つの側面から若者を特徴づける要因をみていったが、両者は互いに関連しあい、

現代の若者の生きづらさや安心できる人間関係の構築を困難にしていると考えられる。こ

うした点も踏まえながら、若者の回想文を分析する。

6.方法

〈対象者〉教員免許取得を目指す名古屋芸術大学音楽学部の学生41名 (D。 学年は1年から

(1)本論は、教職を目指す学生が、中学・高校の生徒指導を考えるために、自らの思春期の葛藤を思い

出し、記述した回想録をもとにしている。この回想録の作成は、教職科目である「教育相談Jの授

業の一環として実施された。
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4年。

(手続き〉学生らに映画『スタンド・バイ・ミー』を鑑賞させ、以下の質問に答えさせた。

映画の感想も書かせたが、これは分析の汁象になっていない。

① 子どもだけで、遠くに出かけるような冒険をしたことがありますか。

② あったらそのときの様子を描いてください。

③ 思春期の頃、親から見て、自分はどんな存在だったと思いますか。

④ 自分は親をどのように見ていたでしようか。

⑤ 思春期の頃、兄弟、姉妹から見て、自分はどんな存在だったと思いますか (兄弟、姉

妹のいる人のみ)。

⑥ 自分は兄弟、姉妹をどのように見ていたでしょうか。

⑦ 思春期の頃、友人から見て、自分はどんな存在だったと思いますか。

③ 自分は友人をどのように見ていたでしょうか。

③ 思春期の頃、辛かったこと、悩んだことを書いてください。

⑩ それをどのように乗り越えてきたのか、書いてください。

質問は、思春期の頃、自分は周りの人をどのように見ていたか、のみでなく、自分は他

者からどのように見えていたかも書かせた。そうすることによって、当時の自分を客観的

に見つめることを促した。

〈分析の指標〉

(1)子どもだけの「冒険」を通して得られたもの i①と②を合わせて、学生らが子ども

時代に「冒険」を体験しているか、また、そのときにどのように感じたかを分析した。

(2)反抗期の有無と親との関係 :③と④を合わせて、思春期の頃、学生らが親と自分と

の関係をどのように受け止めていたのかを分析した。また、現時点で学生らが自分

は反抗期を体験したと捉えているか否かもみた。

(3)兄弟との関係 :思春期の親子関係を考える場合、当然、家族の構成員である兄弟の

影響も見る必要があると考えた。これは⑤と⑥を合わせて分析を行った。

(4)友人との関係 :⑦と①を合わせて、学生らが思春期の頃にどのように友人を捉えて

いたか、また、他者から見て自分はどのような存在だったと思っていたのかを分析

した。

(5)思春期の葛藤とそれを乗 り越えた契機 :⑨ と⑩を合わせて、学生らにとって、思春

期の葛藤がどのようなものであったのか、また学生らが葛藤を乗 り越えるきっかけ

になったのは何と考えているのかを分析 した。

7.結果と考察

結果は表 1に まとめた。この表は、学生の回想文の要点のみを取 り上げて記入したもの
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である。また、本人の特定ができないように、個人を推測させる記述は除いてある。表の

最初の列は学年と識別場号を「学年一番号」として表した。結果の記述における ( )は、

この「学年一番号」が記してある。

(1)子どもだけの「冒険Jを通して得られたもの (質問①、②)

子ども時代から思春期にかけて、何らかの「冒険」をしたと報告している学生は、41

人中35人 (85%)で あった。その中で、多くの学生が、わくわくした高揚感と充実感を

味わったことを記している。また、子どもだけで目的を呆たしたという達成感や (42,

4-4,2-18)、 自分も少し大人に近づいたというような成長を実感した学生もいた (4_5,3-1,

3-11,1-3)。 大人の目から離れたいという自由を渇望する様子も見て取れた (22,2-7,2-11)。

一方、逆に自分の無力さを実感したり (3-8,2-8,1-4)、 親の存在の大きさを再認識した (1-5)

とする報告もあった。もう自分で何でもできるという気持ち、大人に近づいている実感を

持つ一方で、親への依存や自己の無力さにも気づいているという、思春期特有のゆれがこ

こに見て取れる。

(2)反抗期の有無と親との関係 (質問③、④)

思春期に反抗期を体験 したと明確に認識 していた学生は41人中 26人 (63%)で あった。

これははじめに述べたマイナビの調査より、高い比率になっている。マイナビのデータが

どのような学生を対象にしているかが定かではないので、簡単に比較することはできない

が、本研究が、本学の芸術家を志す学部の学生を姑象にしていることから、一般的な大学

生より、そもそも葛藤が強い性質を持ち合わせている学生が多いことの表れかもしれない。

実際に、本学の相談室を訪れるのは、大学生となっても人間関係に対 して強い葛藤を抱え

ている学生が多 く、その過毎文さや自己肯定感の弱さを筆者も学生から感じ取ることが多い。

4(1)で は、現代の親子関係における「愛着」の重要性を取 り上げたが、反抗期を

経験 している学生の中でも、親から愛情を受けていることをひしひしと感 じ取っていた学

生もいた (2-5,2-12,2-17)。 また、過去を振 り返 り、自分の反抗期の行動について申し訳

なかったと思う学生や (3-6)、 親の自分に対する配慮や、それに向けての感謝を述べる学

生もおり (4■ ,3-8,2-1,2-3,2-10,2-14,2-18,1-5)、 現在の親子関係の良好さを推測させる。

一方、現在、親との間に距離があることを思わせる学生の記述も見られた (4-2,21,2-9,

2-13)。 これらの学生は、 4.(1)で述べた「かつての若者像」を紡彿とさせる。また、

3-2は 、「母に頼 りたい気持ちと母を避けたい気持ち」、そして「尊敬 し、憧れの対象とし

て母を想う気持ちと、母のようにはなりたくないという否定的な気持ちJの間でゆれる、

典型的な思春期の親に対する葛藤を記 している。

明確な反抗期を体験 しなかった学生の中には、子どもの頃は親の価値観が絶対であると

感じていたが、思春期になって、親も一人の人間であると気づいたこと記述 しているもの
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がいた (44,3-1,2-16)。 親の価値観に対して強い違和感を感じ、それを徹底的に否定する

典型的な反抗期とは異なり、彼らからは、親の人間的な一面 (間違いや欠点)を垣間見、

それを受け入れることによって価値観の違いも許容するような姿勢が感じられた。

(3)兄弟との関係 (質問⑤、⑥)

兄弟に関する記述の中で多かったのは、兄弟との比較の中で自分を判断していると思わ

れるものであった。それらを分類すると、兄弟を見下す記述と (31,32,3-10,2-16)、 う

らやむ記述 (3-2,35,37,38,3-11,22,28,211,2-15,11,1-4)と に分かれた。また、親に

認められている、もしくは親にかわいがられている兄弟 (自分だけが親から厳しくされて

いる)に対するうらやみや嫉夕万の気持ちが書かれているものもあった (4-3,3-2,3-7,38,

3-10,26,211,11)。 以前、思春期の子どもが「兄弟は、存在するだけでストレスだ」と言っ

ているのを耳にしたが、まさに、彼らにとっては、兄弟は常に比較の姑象であり、また親

からの愛を取り合うライバルのように感じられ、そのことが思春期のストレスの一要因で

あろうことが、学生たちの記述から見て取れる。しかし、思春期の頃には兄弟に対して負

の感情を持っていた学生でも、現在では良き相談相手になっていたり (218)、 尊敬する

汁象となっている場合があった (38,21)。

(4)友人との関係 (質問⑦、③)

ここではまず、4(2)で 述べたような特別な友人関係の形成が、学生らの記述に見

られるかを調べた。友人を信頼し、助け合ったり、楽しい時間を共有したりなど、自分に

とって大切な存在として肯定的に捉えた記述をしている学生が 41人中18人 (44%)い た。

「支え合うこと、助け合うことの大切さ、協調性や信頼関係を築くことの大切さを教えて

くれた (4-1)」 というように、よりよい人間関係を形成するための基本的な事柄を友人関

係から学んだといえる学生や、「自分の存在価値を見いだした (3-2)Jの ように、他者か

ら信頼や承認を得ることによって、自己肯定感を見いだしたと考えられる学生もいた。中

には、切磋J亦(庁答し合う関係 (2-9)、 時にはぶつかり合った (2-18)、 傷つくこともあった

(2-13)、 と、負の面も乗り越えてきたことによって、絆が強くなったことを記す学生もいた。

素の自分を出せる存在として友人を捉えていた学生もいるが (2-1,2-5,2-17)、 彼らは、そ

の友人を除けば、思春期特有の息苦しい友人関係の中にあったことを推測させた。

一方、友人と距離をとってつき合っていたり (4-3,4-5,3-7,3-8)、 無理をしたりなど (4-1)、

心地よい友人関係を形成できなかった学生が、41人中8人 (20%)ヤ たヽ。上辺だけの付

き合いだったと記した学生は (3-10,1-5)、 なんとか友人らに嫌われないようにと、無理を

しながら友人関係を維持していた様子がうかがわれた。これは5(2)で 述べた、現代

の若者がきわめて注意深く気遣いながら、なるべく衝突を避けようと人間関係を営んでい

るという土井 (2008)の指摘に一致していると考えられる。
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(5)思春期の葛藤とそれを乗り越えた契機 (質問⑨、⑩)

思春期に幸かったこととしては、友人関係 (学校での人間関係)をあげているが学生が

一番多く、41人中23人 (56%)であった。中には、はっきりといじめにあったと記述し

た学生もいた (4-2,3-6,2-10,2_18,1-3)。 友人関係の悩みの中で多かったのは、「悪口を言

われる」ことであった (3-3,3-4,35,39,3-10,217,1-4)。 些細なことから人間関係が壊れ

た体験を報告する学生もいた (4-3,2-3)。 また、友人をめぐる葛藤の中には、上でも述べた、

友人の顔色をうかがいながら関係を維持することと、5.(1)の 中西 (2001)が指摘した、「曖

昧なモノサシ」に外れないようすることに必死になっている若者の姿が浮かび上がってき

た。例えば、23は「人と関わるときは顔色をうかがい、自分のことは話さない」ようにし、

2-5は 「自分はなんでこんなに頑張っているんだろう。友人に対してなんでこんなに気を

使って生活しなければならないんだろう」と思いを巡らせた。また、土井 (2008)が示し

た「現代型いじめ」を報告しているみ10(こ のいじめの型は3-10も 報告している)は、「あ

の頃の私たちは、中学生ながらその場の空気を必死に読んで、日々いろいろなことと聞っ

ていたのだと思う」と記述している。現代型いじめが発見されにくい理由は、土井 (2008)

の指摘するように「いじめ」と「いじり」の区別がつきにくいばかりでなく、中西 (2001)

の指摘する「曖味なモノサシ」を、大人たちは見ることができないからではないだろうか。

若者たちの記述からは、彼らが大人の日からは見えないところで、必死に聞っている様子

が浮かび上がってくる。

では、友人関係の葛藤を乗り越えた契機としては何があげられているだろうか。まず、

友人に支えられたことをあげた者が一呑多く (4-2,4-3,3-2,3-5,39,3-10,24,2-10,218)、

次に親によって支えられたことをあげた者が数人いた (2-3,217,2-18)。 教員が支えとなっ

たと記した学生は2人のみであった (4-2,1-3)。 そういう学生の中には、現在でも、支え

てくれた人が自分にとってかけがえのない存在であったと感じたり、感謝の気持ちを持つ

者もいた (3-5,23,217,2-18)。

人に多かった思春期の葛藤として、親との葛藤をあげたものが 41人中8人 (20%)であっ

た。その中には、親から承認されていないと感じていた者 (3-7,2-9)、 親との対立をあげ

た者 (2-7)、 親とのコミュニケーション不全をあげた者 (4_4,3-11,28,1-1)、 親の期待に

応えられない辛さをあげた者 (2-5)な どがいた。これらを乗り越えた契機としては、親

から承認されていないと感じていた 3-7は 、自己啓発本を読むことで、自分自身を承認で

きるようになったことをあげ、291よ 親と距離をとることで自分を守ったと感じていた。

親と対立していた 2-7は 、不満を親にぶつけることで区切りをつけたと感じたが、自分の

好きなことに出会ったことで、2-9と 同様に親と距離をとることができたのかもしれない。

親とのコミュニケーション不全をあげた 44、 3-11、 1-1は、親に助けられている自分を発

見するなど、自己理解が進むことによって、親と歩み寄れるようになったことを報告して
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いる。一方、2-8は 、祖母から親の子ども時代を聞き、親を理解することによって自分と

の共通点を見いだしたことをあげている。これらの若者たちの記述からは、親との葛藤を

乗 り越えるために友人などの外部の力を支えとするよりは、自己理解、もしくは親理解を

深めることによって、両者の距離を縮めたり、逆に距離をあけたりしながら調整 している

姿が浮かんでくる。

親に対する葛藤を報告した学生と同数の学生が、自己についての悩みを思春期の葛藤と

してあげていた。これらの報告は、自己の性格や気持ちに関わる問題をあげている者 (46,

3-7,2-2,2-11,213,214)、 自己の存在価値や「本当の自分」といったアイデンティティに

関わる問題をあげている者 (3-2,3-5,1-2)と に分かれた。自己にまつわる思春期の悩みは、

かつての若者も、現代の若者も全 く変わっていないようである。そして、その乗 り越え方

も、今もかつてと変わりなく、周囲の人たちの承認と支えによって乗 り越えられているこ

とが、学生たちの回想文から読み取れた。周囲の人たちとは、例えば、友人であったり

(3-2,35)、 教師であった り (4-6,1-2)、 人生の先輩 (祖父母 を含む)で あった り (37,

2-2)、 また人生の先輩ともいえる人々によって記されている書物やメディアをあげている

学生もいた (3-7,2-13,2-14)。

以上をまとめると、現代では、親や大人に対する明確な反抗心がすべての若者にあるわ

けではないが、多くの若者が、自分や友人や親に対する葛藤を抱え、悩みながら大人になっ

ていくことがわかる。そして、かつてと変わりなく、周囲の人々に支えられながら、自己

を形成していく姿が見て取れる。
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表 1 大学生の回想文

画館へ。 良い子。
ド:よ 、よく育ててくれてい0な。

'こ

。
出来のいい弟。

疇町 まで 目転 軍

た。自分たちで目標を
決めて行動すること
に、充実感と達成感を
感じた。

正直で素直。人に影響されや
すい危なつかしい子ども。思
春期は、あまり反抗しない、頭
のいい子。

期があった。父を軽蔑し、母を
分かり合えない人間と思い込
んでいた。両親への思いは冷
めていた。

lス 。
霞れる存在。

甲3の とき、友人

らと東京へ。

新鮮。

何を言つても反抗ばかりで、
親はうんざり。今となつては、
自分のために言つていたと思
うと感謝。

が楽だ。
師。

令静な目で見ていた。

いとこの 家 に 妹

と。
て、目的地

たヽときは、安心
感。大人に近づいた達

落ち着いた子ども。 が乗る電車を間違えたとき、母
も間違えるんだと気づいた。

l禾

よく褒められる自分を嫉

妬。小心者。

に 。 なった気がした。
I手に反 ,几 はなかつた。

楽器の練習が嫌いで、母は少
し手を焼いたかもしれない。

′もヽとした瞬闘、自分はなぜこの
人の子どもなのか、考えた。母
は他人だけど他人でない、よく
わからない存在。

仲のよい年下の友だち。

廃墟へ。
タヒ14ヽ があるか 〕ヽしれな
いという、どきどき感。
友だちの奇妙な表情。

反子几期の認講なし。
親は自分よりも弟に一生懸命
であった。

表には出
さなかった。友だちの家庭との
違いに動揺した。

口 が 選 者 な師 い 存 在 。

少し自分が成長した気
分になつた。
自分が住んでいる町
う`小さく見えた。

原 子几剛 や や 巧再日

子どもらしい子ども
l兄の欠点を見つけることが嫌
よ時期。完肇な人間だと思つて
后頼していたので、勝手に裏
切られた気持ちに。
今は親の欠点も受け入れられ
る。親も大問。

小さな子ども。

「思春期だなJと冷静に見てい
たのでは。自立したいけどした
くない。必要以上に干渉され
ると喧嘩に発展。母に辛い思
いをさせてしまった。

を避けたい。 あこがれ 母親にかわいがられている
自分を惜らしい。喧嘩ばか
り。

いとこと電車 I三

乗つて、5つ先の
駅まで。 とても楽しかった。

やりたしヽことに没頭する
′ヽた。しかし、高校のとき部活
の大会を遠いのに見に来てく
れたとき、愛情を感じた。

兄、 夕市。

面倒くさがりで、意地つ張り

な性格。

よい場所へ行く

')が
好きだつた。

まだまだ子ども。兄弟の仲で
よ頼れる方。

ず、強い反抗心を抱いていた。兄にはやつあたりされた。
弟はかまって欲しいと思つ
ていたのでは。

卜ヽ。 色路で少し衝突。
屎よ しく思 つたことは ない 。 兄 。

喧嘩。ストレスのはけ口。

どうしようもない子。母に反
発。ひねくれていて、友達をい
うめて、先生から呼び出され
に。母の悲しそうな顔。今で
よ、母、先生、友達に申し訳ち
夕ヽとRう ^

辰り返つて後悔。
獅市、弗ム。

自己中心的。
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あつたり、同じパートで自分よりうま
い人がいると辛かった。

目標に向けて努力。た。

邸活と勉強の両立。 れた。親友の支えと自分の頑張り。
教員に支えられた。

存在。支え合うこと、助け合うこ

との大切さ、協調性や信頼関
係を築くことの大切さを教えてく
れた。

みを抱えている子にすべてを打ち明け
た。

れていると思つていたので、
節,に八つ当たり。

り、みんなのはけ口。 に合うかどうかを頭で考えてか
らつき合った。

喧嘩し、それ以来、ほとんど話さなく

なつた。
高校のときは、一番はじめにできた
友達が急に話してくれなくなつた。

ぐに口にするので、うじうじ
していると思われたことも。

いる。 にいなかつたこと。 げ出すことも。それでもしなくてはならな
いことができないと、病療。母は一緒に
解決法を探してくれた。
母や友人には感謝している。

に。

人の目が気になつた。マイナス思
考。心が芯から安らぐ時はなかつ
た。今ではあまり悩まなくなった。

めようと思つた。心が前向きになり落ち
着けた。

れない存在。

思春期を境によい意味で一

番身近な他入となつた気が

する。

存在。 ψたかったが、実際には距離を
置いていた。周りで起こるいじ
めや喧嘩によって、友だち関係
ん`怖くなった。

途半端に思えて辛かつた。将来が
不安。

かけでやる気が出た。

次女を見下す―今は申し訳
なし

と思われる。
観しくない人からはキャラ
がつかめない。

はなく他の友人に相談していた。
た`のだと解釈。

‖禾の患い,しを見下す。男
というだけで祖父母からか

わいがられていた兄を憎く
思うと同時にうらやましく思

感惰の浮き況みが療しい。

友人に助けられたことは

多々ある。

自分を騨つてくれる灰人がで

き、自分が強くなれた気がし

た。自分の存在価値を見いだし

た。

目分の

「

子在 l山 1直 。フ■のこと。矢恋。

浅い友人関係 。 時には叱つてくれることもあった。友人か
ら必要とされることで自分の存在価値を
見いだした。

部活の副部長をやつていて、コン
クール間近に部員に厳しくしたら、
「うざいJと言われた。だんだん一人
になつていくようだつた。

高校はみんなを見返す気持ちで、部活
の盛んなところへ行つた。今、教職を目
指して、あの頃の自分の何か行けなかっ
たのかがわかりはじめた。

姉はよき理解者。兄は遊び
相手。
今は真面目な話もし、前より
好きになつた。

良い友達からは、いつも楽
しそうだが、何を考えてい
るかわからない。

友達が自分と同じ物を持つと、
自分の個性が消えてしようと
思つた。今では、外見ばかりに
とらわれていたと思う。

中学では勉強仲間。
高校では馬の合う仲間。

せたので、感謝していた。 を読んでいた。それでもからかわ
れ、悪口を言われた。自分がこんな
人間だから仕方がないと思つてい
た。

友人が
できたことで乗り越えられた。
大学は今までの人生の中で一番楽し
い。朝、「おはよう」と声をかけてもらえる
幸せ、「みんな」の中に自分も含まれて
いる幸せは、中学の頃の辛い経験が

うヽ分からない。ものすごく
うつとうしい。

′ヽる方が楽しい。すごく助けら
れた。

「出しゃばつている」と言われる一み
んなの前に出るのをやめ、本当の
自分が分からなくなつた。

らしくいればいい」。ふっきれる。自分を
隠さずにいるようと思う。「目弓違ったことを
言つても正してくれる。かけがえのない
存在。

事字1文でいじめにあつた。
葛校受験で努力したが、成績が伸
びなかった。志望校のランクを―つ

落とした。

自分にないものをたくさん
1手つていて、うらやましく思つ
に。

友人を独り占めしい。他の
茂達の悪口を言つて、友人
こ不快な思いをさせた。今
では反省。

男の子にチヤホヤされている
友達をうらやましく思つた。いつ

も明るい友人を見てはうらやま
しかつた。

自分ヽ小学校のときにいじめていたの
で、自分の過去の過ちを反省した。
葛校のレベルを落としたことで、辛くは
らったが、入学した高校の良い面を見
て,劣等感を乗り越えた。
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ヨヘ自転車で。
目転隼でどこへでも行
ける気がした。

(らt航翼llの 記述なし。)

こだわりや我が強く、言うこと
をあまりきかない子。
自分で1可でも決めるので楽な
反面、扱いが難しい子。

部活であまり家にいなかった
ので、親の記憶に残っていな
フ`だろう。

興味を持つていなかっただ
ろう。邪魔な存在だったか
もしれない。

母よりも父に対して。両親とも
自分を子ども扱い。帰りが遅
いと心配して涙まで流す親に
対して、自分は二人にとって
大切な存在なんだと思うことも
あつた。

こと山へ。 いことを心配した親に
発見された。怖くて、山
がトラウマになった。

肘釆の不要をあおつて辺強し
なさいという言われると、うつと
うしく思つた。一方で、自分より
早く起きて朝食を作つてくれる
母に感謝。

lすは下のことを考えて、進
落を決めていたので、ねた
む気持ちもあったのでは。

相談相手。 言の矛盾が気になった。

Я:。

喧嘩で力でねじ伏せられた
「もう坊缶ちゃんには負ける
気がしない」―ショック。
しかし弟も自分に対してコ
ンプレックスがあつたのだと
気づく。弟にとつては疎まし
い存在。

申―の 1子のス■会

見学

税なしで電票に素るこ
とが衝撃的。
何とも言えない高揚
感。

小さい頃は大入しくもの静か、
何でもできる。
思春期は親に反論、言うこと
を聞かない、無視。後で部屋
で泣〈。落ち込んでいると話を
聞きにくる一親は自分のこと
で悩んていなかったのでは。

今の職業に就いたいきさつを
聞いた。親が流れに身を任せ
て、何となく今があるとわかり、
観を見下すように一今はそこで
しつかり働いてπ貫張つているこ
とを理解できる。

わくわくした。
大人に少し近づいた。

反手几翔あり。
小3、 4頃から高校まで扱いの
難しい子。
父に対して反抗―父も悩んだ
のではないか。

在。顔を合わせるのもいや。
自分が何を言つても,里解してく
れない。

なぜ自分が反抗しているの
か、わからないだろうな。

うざい存在―よく喧嘩
今では自分から譲る一少し
は大人になつたと思う

まで自転車。
反 F几刑あり。

中三から高三まで迷惑ばか

リーいつかは思返ししたい。
現在は、親は子どもが一番大
切だと分かる。自分が親になっ
ても同じことをするだろう。

貌の言いなりになるこ
とに嫌気―少し離れた
かった。
挑戦することを知った
良い経験。

親は怒らないので、良い子で
いなければ―家族とは全く話
さなくなる。
扱しWこ くい迷惑な存在。

自分よりも,スを大切にしてい
る。 自分と親が喧嘩している。

行く。 学校では話しても、家では語
さない。
「家でも楽しそうにしてよJと母
親にいわれた。

たたうるさい符在。
自分のことを嫌いなんだ一自
分のためだというのを認識した
とき、今まで親に対して抱いて
きた気持ちが間違いだと気づ
く。

攪から禁止され

ていた、自転車で

の外出。

とてヽ ,条しかつた。
悪いことをしていると
いう気持ちも。
好奇心旺盛のため。

親の考えていたことを想像す
るのは難しい。
おそらく反抗期だから仕方が
ないと思われていた。

小学校低学年位から親に言わ
れたことでイライラ。
次第にイライラしても怒ったり
反発しなくなった。うっとうしい

友だちと四人で。 た。

炭,几剰あり。
へりくつばかり言う子。
親に言い返したり、情緒不安
定な日々。

部活や勉強のことを言われた
ので、言われたくなtヽから、言
われないように行動。
l龍いと思ったことはなく、むしろ
尊敬し、大好きだった。

あれこれ口出しする面偶く
さい姉。
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らやましかった。言いたいこ
とをいい、細かいことを気に
しない。母も自分より姉と話
す方が楽しそう。

会役員をやっていた。 夕ヽて冷めた感じで見ていた。

目に出て、

人に自
分の性格や行動のせいで迷惑をか
けてきたことに気づき、申し訳なく思
い、辛かった。

自己唇発本。文句ばかり言つて、失敗を
恐れていた自分に気づく。親に認めても
らいたいと思う前に、自分を認めることか
できていなかった。自分を良く知ることに
つなお`った。
バイトの店長との出会い。失敗を恐れ
ず、言い訳せず、挑戦する姿勢を示して
くれた。
完壁主義だつたが、「しょうがない」こと
と、諦めることの違いがわかり、くよくよし

節とよく比べられたので、
「自分はだめなんだJと思う
ことがよくあった。姉がうらや
ましく、やきもちもやいた。姉
が受験のとき、周りからのプ
レッシャーに応えて頑号長つて
いるのを見て、姉を誇りに思
うようになつた。

とでも伸良くしようとしてい
たので、調子のいい子とも
思われていた。

えてくれる。
高校でできた友達は、悪いとこ
ろも受け入れアドァヽイスをくれ
た一親友になつた。一緒にいる
だけで落ち着き、楽しく、幸せを
感じた。

唾路のこと。親の里んでいる大字に
行きたくなかった。母に日記や携帯
を勝手に見られて叱られ、逃げ場
心`なかった。

別何かがあったわけではないが、すっき
りした。

まだ子ども。
だね、と言われた。 の性格の裏まで読んで接して

いた。

恐回の保的にされた,え、1中の艮
心ヽつた友人まで、その仲間に入つて

しまつた。それから人を観察するよ
うになった^

全力で愚痴を聞いてくれた友人の存在

け継ぎ弟は悪いところを受
けいたと両親から言われて
いた一弟を見下す。
よくできる自分にだけ厳しい
親―弟を槽む。

字激委員や生征会役員。
まじめな優等生。実際には

学力が低くて、友だちから

意外だと言われて辛かつ
た。
何でもだいたいできたし、
′ヽ方美人なので、裏でこそ
こそ言われた。

明るいグループに入り無理矢
理会わせた。りまわれたくない。
同りの人を自分のために利用
し,こ。
高校では上辺だけではなくなつ
た。

れた。
高校では同じグループ内で一人ず
つ仲間はずれ。

甲字で1よ 巨子女話し合い、その時は解深
したようだったが、結局また悪口を言わ
れた。
高校では、自分の意志を曲げずに自分
の味方になつてくれた友人がいた一今で
も大切な人。

うらやましい。
なせそんなに親に旗菰して
いるのか。

税と伸の艮い友人が不思議。|
らやましい。
反抗できる自分は大人、反抗
できない友人は子ども。

見て、辛くなる。
観と普通に接するにはどうしたらい
いのかわからず悩む。

親 に厳 しくこれ た の で他 人 や 親 に言 え ら

れないと想っていた。
大人と対抗できるのが大入。
それでも親や大人に助けてもらう。自分
一人では生きて行けない。頼つたり甘え
てもよいのだ。親への反抗心が薄れる。

かった。
今では社会人で尊敬。大
入つばい

大切な友人一相談に来つてあ
げたい。
自分をさらけ出せる。

勉強、恋蟄、友人関係、将来のこ
と。 自分ですべて抱え込まず、友だちと遊ん

でリラックス。

しい。
ボジティブな性格の妹をうら
やましい。

いので、仲の良い家族と思
われていた。

―六

り

1可 1こ 対してもイライラ。

自分の考えがまとまらず、でも相手
には対立してしよう自分が嫌い。周
りの人が全部敵に見え、心の中は
真つ暗。自分の悩みを自分も理解
できないので相:夫もできなかった。

'こ

親も自分と同じような思春期があり、
l且父母も困つていたと聞き、安心。完壁
な両親の前では、良い子でなければなら
ないと勝手に思つていた。自分は自分ら
ッくていい。祖父母との話から親を理解
できるように。
この時期悩んだからこそ、今を楽しく過

額んだらやってくれるだろ
いの艮い子には壁もなく詰せ
る。苦手な子は避ける。

目分の一言で友人関係が壊れる経
験をした。言葉は凶器になる。
無視されるようになり学校生活が,兼

に。人と関わる時は顔色をうかが
い、自分のことは話さない、自分を
守るように。

唇心地がよい。家族の存在の大きさをむ
めて知る。
自分の味方。

わがよよ。
中学の頃は八方美人。
マイナス思考なので面倒だ
と思う友人もいただろう。

自分が友人に対して思つてい
たことを友人も自分に対して
思つていただろう。

甲
~子

で は 封I満で人 間 関 係 の T凶 み

部活の上下関係。
誰にも嫌われたくない。

んだろう。
友人に対してなんでこんなに気を
使つて生活しなければならないんだ
ろう。
なんで親の期待や言うことに応えな

らないでと拒否。
今ではかわいい妹。

言つていることがハチヤメ
チャな子。よく、頼りになる
とかしつかりしていると言方
れていたが、自分ではそう
思つていなかった。

反感を買わないように生活。
観友と呼ぶ子にはいろいろ話し
たし、感情もすべて出した。

らは良し
るヽ。
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lτつてはいけな
いと言われてい
た川や森に、友
連と。

8獅心よリドキドキ、
ワクワク。

叉航翔あり。

自分では記憶にないが、母に

言われた。憎たらしい子ども。

才つこい。同じことで1可度も起
こる。 怖い。よく喧嘩をした。

岳間と14ヽ 力を浪質した

だけだつたが、走って

いるときは幸せだつ

た。今思うと、自由に

睫 F九利 あ り。

続は「どこに出しても恥ずかし
くない人間に育てるJという方
針。

父

だヽつた。
!千き勝手していたので、
らゃんとした人間としてみら
にてなかったと思う。

戻 人 らと環町 の

ショッピングモー
】盛甲で迷子になり、友

人が泣き出し、親に迎

えにきてもらった。

子どもだけで不安な気
持ちと、もう中学生な
のだからと大文夫とい

と

思つていた。

甘やかされている。
自分勝手。

海に。 気持ちになった。何か
大切なものお`あつた。

その後はいい子。 なくなってから、反抗しなくなつ
た。

反 F几期あり。

自分のことを話してくれない、

心配な子。内気、目立つのが

きらい。

母親はうるさい。いちt｀ち口出
しされるのがいや。干渉された
くない。心配なのはわかるが。
現在は、進学させてくれた親に
感謝。

Jヽ6の とき、友人
生′`スに乗つて
プー′明

=。

よじめて子どもだけで
′ヾスに乗つて不安に
よつたが、自由な気持
らも味わった。

反 I几期 なし。

手のかからない子。親の言う
ことをよくきいた。

′ヽてくれていたので、偉いと
思つていた。

よく面倒をみてくれる。

自分の考えを親に言つていた
ので、自分のことをわかってし
たと思う。

′ヽう大人にはなりたくない。
言つていることは矛盾している
し、知つたかかぶり。他の親と
七ヒベて、「他の子はもっと親に
してもらつているのに」。
反面、父の仕事に対する熱心
さを尊敬し、母親の子どもに対
する愛情をとても感じていた。

年が離れていたので、自分
のことをよく見て心配してく
れていた。

司校のときは他
県まで行つたが、
きちんと計画を立
て、冒険という感
じではなかつた。

夏チ几期あり。
何度も同じことで怒られる学
習能力のない子。仕事や父親
の愚痴や相談ができる子。父
はただ甘いので、自分をどう
考えているのかわからない。

てくる。父親のだらしない姿に
も腹が立つた。冷たく接してい
た。

小学校の頃`友
人と自転車で行
けるとこるまで
行つた。

とても興霞した。すごく
遠くに行つたと思つて
いたが、実際には学区
から少し離れたところ
だった。

大きな反抗はしなかったが
わヽなり扱しЧこくい存在。母は
「頭ごなしに叱りつけたりする
と,きつとあなたはもっとひどく
反抗してきそうだから、あくま
で対等な立場で注意すべきこ
とはしたんだよ。」と言つてい
る。大切にしてくれていたと思

聞くと、親の決めた通りに生き
ているような気がして、親の言
うことと反対のことをしていた。

えて、高速バスに
乗つてしまい、弟
と遠くまでいって
しまつた。

進路を決めるときに親の反対
にあった。

1甲 は艮かつた。専敵している。 第。
うらやましがられていた。

子どもだけで泊ま
る場所があつた。

時に寂しいとか怖いと
いう感情はなかつた。 良ヽい子。時々

ているかわからな
とつての世界そのもの しつかりしている自分を見

て、落ち込んでいた。
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親が弟だけに優しくみえた。
戻 達 とは 1甲 が よか つたが 、相 諌

はしなかった。
亜ひた いの に条 器 の 練 習 が 子 か つ

た。
計画を立

り越え

費慢をして、しつかりしなけ
ればと思つていた。

字 薇 で同 轍 主 と。古せ るの は ,_&

しかった。
父親への lヌ 感。子ども敬の非 力さ。

虚無感。中学のとき、何をしても満
たされなく感じた。

父親に対して不涌が一気に爆発。親と

の間のイ可かに区切りをつけた。
自分の好きなことをやり始めたら虚無感
わヾ薄れた。

フヽつも正しし
明 るくてフE気 。 l卜 見をIい じつてJくる友達をよく

思わなかつた。中2か ら仲間意
歳が強くなり、「いじつて」きた友
遵も自分を助けてくれた。進学
て悩んでいたときも、友達の一
言で救われた。

友達と梁しいE子間を過ごすことで親
を裏切つた気持ちになつた。自分は
勉強もせず、遊んでばかりいたが、
親はイ可も言わなかつた。そのことが
辛かつたし申し訳なかった。

は。父親も自分と同じような育ち方だつ
たが、中学時代の悪友のおかげで、今
は立派に子どもを育てていている、今を
楽しく生きなさいと言つた。

えば頑国で日が悪い。
旧談しやすい。

)、 泣いたりできる存在。お互
夕ヽ切磋琢磨しあいながら育つて
きた。親とは違う視点から、自
分を見てくれる。

かできない」と言われ、失望と悲し
み。親の前から消えたい。

ところからものを見るよう

るヽと

無視されるいじめを体験。何の理由
もない。「あの頃の私たちは、中学
生ながらその場の空気を必死に読
んで、日々いるいるなことと闘つて
いたのだと思う。」

ループに。そこでの友達は親友と呼ベ

る。

駐が働いていたので自分が
面倒を見なければ。かわい
いと思つていた。親にかわい
がられる妹を時々うらやまし
く思つた。

らない人と思われてし
も。

たヽか がたい人。途中でいろいるあつ
たんミ。

ついていた。 かないので、一人でふとんにくるよつて
寝ていた。

の決断力や行動力をすごい
と覆思つていた。姉を見て、
人生そんなに甘くないと感じ
ることもあつた。親からのプ
レッシャーは自分の方が強
いと感じていたので、姉は気
楽ていいなと思つた。

,ヽい子。 間。友情を熱く感じた。居心地
がよく、とても大切な存在。

とにかく,そ輿張ることと,要領よ観 駄がな
′ヽようにすることを心がけた。同じような
境遇の友達の存在。

なヽい。ただ、自己中fb的。よき相談相
手。反面、出かけるのが嫌
いなので、ノリの悪い面倒
な存在。

大切。友人の一言に傷つくこと
もあったが、その一言に目が覚
めたり、自分の悪いところに気
づいたりした。悩んでいるとき
は友人と話すだけで気が晴れ
た。

後から悩むことがよくある。親に叱
られたときも自分はどうしてこんな
にだめな人間なんだろうと思う。 て

生とうまくいかなかった分、
友達との結束は強かった。
何でも友達と話して相談し
て一緒に支えあっていた存
在。

琢朦よりも偏瀬でき、賢′しヽでき

る存在。思春期の頃の大きな

支え。

I可 1こ 対してもイライラしてしよう自分
の気持ちに悩んだ。
急に孤独感を感じることも。

蔚栗や本を読んだ。思春期にとと1会つた

詩集に涙が 自然にあ心、れ、読み終わっ

たとき心が軽くなつたと感じた。どの作品
にもその瞬間に自分に響く言葉があつ
て、それが支えとなつた。

うらやましかつた。
分が楽器を始めるきつかけを
与えてくれて、感謝している。

しつかりしなくてはと思つた。

弱なやつ。

のちに、それぞれのペース
があると思うように。

高なのとき、1しヽ 医、心をゆるせ

る友人と出会う。

それ以釆、 病院に通う。今も通つているが、今より

もつとよくなると信じて頑張る。
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印字のとき、友達

と東京へ。

不安もあつたが、ワク
ワク。少し大人になつ
た気分。

心配したのでは。 すぐ喧嘩。
しかし母は辛いときは気づい
てくれて,話を聞いてくれたの
で、頼りにしていた。一番の理
解者^ありおミ士み井熊1ニ ス̂

懸りつ Iまい 。

あてもなく走り
回つた。

なつた気分。 素つ気ない態度。

てくれて

'米

。
i買れる存在。

友 人 と海 へ 。 反,,と 期あり。
扱いづらい存在。反発。口を
きかない。

に不れ
~。

兄弟との扱いの差を
ひどく感じていた。

廠気。親にあたる。

人らと探検。

このよよ,Hら ない場 Fオ

こ行つて、違う人生を

歩むのだと友達と話し

に。

反″几刷あり。

良い子のときと屁理属を言つ

てあげ足を取るときも。

目転車で知らな
いところを走るの
が好きだった。

辛舟しい発見、関心。成
長した感じがした。

無邪気。好奇心旺盛。
勝とは 特 に lalも言 わ な い 。 タス。

(妹からどうみられている
かは記述なし)

哩不尽で審りつぼく、日′刀`のこ
とを理解してくれない。
況に育ててもらっている状態が
態で早く自立したいと考える。
罠面、絶対的な価値基準はお
やにあつた一親の言つたことは
世間一般の基準だと考える。

もなく走る。

よつたとき、大人に助
ナてもらう一一人で何
でもできる気になって
′ヽた頃だつたが,自分
,)非力さと人のありが
佐みを感じる良い機会

生意気で扱いづらい子。へりく
つをこねて困らせる。友だちも
いない社交性の薄い自分を心
配していただろう。

生意気で理解しがたい。友
人がいないことをよくから
かわれた。

て友人と東京へ。れなかった。当日は母
心ヽらのメールに安心し
に気持ちになった。

中学進学後、なじむことができ
ず、親にあたった。心配してい
に。

硯の。吉すことにいちいち反,几し
に。父とはほとんど口をきかな
るヽった。暴言を吐いたり、物に
らたつたり、迷惑をかけた。

バカにされていた。よく喧
l事をした。
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かつた。
かつたので、嫌でしょうがな I菫 が好きだつた。嬉しいこと、悲

しいことを共有し、励ましあっ
た、かけがえのない存在。今も
続いている。

言われた。伸直りするのに時間が
かかり、辛かった。
勉強では努力が実らなかった。

戻人関係の個みは累力兵が貢えに。
勉強のことでは友人が助けてくれた。一

緒に勉強したり、わからないところを教え
てもらつたり。地道に頑張ることを教えて
もらった。

いたときもあった。
高校くらいから相談しあった
り、励ましあったり。

目分1こ 目1目がなくて1よつき
りしない自分に、イライラし
ていたのでは。

晴しいことや平いことを共石で
き、時にはぶつかることもあつ
たが、本気で話し合つて仲が深
よつた。尊敬できる存在。

1ヽ字 ″大の とき、い じめ られ てい たこ

と。 ころがあると言われて、何の解決にもな
らなかった。
中学になつてからは良い友達ができて、
支えられた。
周りの人に支えられて、多くのことを乗り
越えてこられた。これから恩返しをした

頼されていた。うらやまし
かつた。嫌しЧこ1ま ならず、む
しろ尊散していた。

ラックスした振る舞いがキラキ
ラして見えた。

E踏選 1,、 の とき、思 春 刃lの思 情 が

邪魔をして、親と話せなかつた。嫌
な気分が続き、キかつた。親に対す
る態度を変えたかったが、解決策
が見つからず、悩んでいた。

目分の 1厳る舞いがわかるようになつて、

観との会話が増えた。買い物や外出にも

l責極的について行つた。会話の幅も広
心`った。
兄弟や友人からもアドバイスや助け舟を
出してもらった。自分も歩み寄らなけれ
ばと。歩み寄ると、親は応えてくれた。

にくい存在。親友は理解し
てくれていた。

しい。,軍 いて見えた。 保健室で過ごすことも多かつた。今
では、悪い方に考えることが′戌っ
た。少しずつだが前進している。

l口任の,E生のサボート。その先生のお
かげで今がある。とても感謝しているの
で,大学生活を頑張つていることを伝え
たい。

思つたが、失敗ばかり。兄と
してのプライド。

気 の 合 う友 達 。自分 は 語 を

合わせるのが解意なので。
気 の 合 う友 達 。 親の仕事で、転オ棄が多かつた。いじ

めにあったり、成績がたびたび上下
した。

一人で逓ふことが多かつた。
人とのつき合い方がわから
ない。
友人の多い姉に憧れ。模範
的な行動しかできない自分
から見て、姉の自由な行動
力がうらやましかった。

友人から見て、自分は唯―

無二の存在ではなかつた。観、好み、考え方が全く違つ
た。新鮮でもあり、理解しがた
いものでもあった。世の中には
様々な考え方や暗好があると
教えてくれた。

普通に会話していたクラスメートが
実は自分のことを嫌つていた。

考えるように。正しいことだけしているつ
もりでも、違う方向から見れば、間違い
になり得る。

力の強い界「こ対して、傷しさ
ヒ怒りが込み上げた。

原な思いをしても、怒らす
に友達と接した。何を言つ
ても怒らないので、優しい
子と見られていたのでは。
思つたことを何も言わない
ので、信用されていなかつ
たかもしれない。友達も少

,)顔をいつも気にしていた。一
人になるのが恐くて、学校では
言いたいことも言えず、友達と
よ上辺だけの付き合いだつた。

なかなかできなかつた。ストレスを
家で発散していた。
自分らしさを失い、つい人の目を気
にしたりしていた。学校でも家でも
毎日不安だった。

犬と過ごすことで心

自分
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8.結語

本論では、現代の若者の生の姿を描 くことを目的に、思春期の葛藤をテーマにした映画

を鑑賞させた上で書かせた学生の回想文を分析 した。学生の感想の中には、映画を見るこ

とで、あの頃の自分を思い出すことができたと書いてあるものが多 くあり、また、学生の

回想文が非常に豊かであったことを振 り返ると、この手法には効果があったと考えられる。

学生らの回想文を見ると、親、兄弟、友人と思春期の自分との関係を真華手入に見つめた上

で、思春期の葛藤を乗 り越えたサバイバーとしての自分が語られていた。そこには、過去

の自分を客観視 し、今現在の自分と結びつけることで、当時の体験を肯定的に意味付ける

若者像が描き出されていた。言い換えれば、思春期の暗い時代をポジティブに捉え、だか

らこそ、今を楽しく生きられると解釈 している学生が多 くみられたのである。これについ

ては、もちろん、現在の大学生活が楽しいということが、前提条件かもしれない。例えば、

221よ「大学は今までの人生の中で一番楽しい。朝、『おはよう』 と声をかけてもらえる幸

せ、Fみ んな』の中に自分も含まれている幸せは、中学の頃の幸い経験があったからこそ

感じられると思う」と述べている。今回、回想文を書いた学生は教職科目を履4少 している

学生で、おそらく一般の学生より目的意識があり、現在、強い不適応を感じていない学生

であると仮定できよう。これについては今後、検討していく必要がある。

いずれにしても、今回の回想文の全体を通して、多 くの学生が、家族や友人に支えられ

て、困難を乗 り越えてきたことを実感していることが伝わってくる。そこには、周 りの人

たちへの感謝がいくつも綴られていた。時代や環境の変化は激しく、若者を取 り巻 く事情

は確かに変化 してきていると考えられるが、それでも周 りの人たちに支えられて葛藤を乗

り越える姿は、いつの時代も変わらない。

では、何が変化 しているのか。それは、この回想文からだけでは、推測することが難 し

いが、むしろかつての若者世代よりも早い段階で、親に対する葛藤が消失 し、世代間の

ギャップが埋まってしまうことではなかろうか。もしくはギャップそのものが存在 しない

のかもしれない。つまり現代の若者は、親の愛情をひしひしと感じる中で、親との価値観

の違いを突き詰めることなく、したがって、確固たる自分の価値観を形成する機会もなく、

大人になってしまっているのではないだろうか。これに関しては、3.(2)の「通過儀礼」

の変質、あるいは消失と、5(1)の 消費文化世界の到来の関係から考察してみたい。

伝統社会における通過儀礼はその社会の基礎を成す一つの価値観から生み出され成立し

ていた。そこでの若者たちは、何の迷いもなく親の価値観を受け継ぎ、そしてそれを次世

代に受け渡 していくことが彼 らにとって最 も重要なことであった。一方、その次の世代、

産業化の進んだ近代を生きる親の世代は、親との対立の中で、親の価値観を否定すること

によって自らの価値観を築き、それを礎にして生きてきた。親とは異なる自分の価値観を

築き上げることこそが、この世代の「通過儀礼」として考えられるのではないだろうか。

この「通過儀礼」を「通過する」ことによって得られたのは、非常に自由な生き方であっ
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た。自由であるためには、お互いの価値観を許容し、尊重する必要があったと考えられる。

そして現代、消費文化社会の到来によって、価値観は多様化の一途をたどることになった。

親の価値観のみでなく、ありとあらゆる価値観にさらされる若者たちは、自らの力で、そ

の雑多な中から自分の価値観を選びとらなければならないのだ。選択肢は無限にある。し

かし、選びとることの困難さは選択肢の多さのせいばかりではない。近代の親世代は、絶

対的価値観を持つ親と強く衝突することによって、姑立点が明確であったが、他者の価値

観を尊重することを旨とする近代の親は、自由に生きる子どもたちに非常に寛容であるの

で、親子の間に生まれる姑立は小さい。姑立は小さければ小さいほど、子どもは何の疑問

もなく親の価値観を受け入れるか、もしくは何が正 しいのか全 くわからず、いつまでもア

イデンテイテイが定まらぬまま、生きることになるのではないだろうか。そのように考え

ると、現代では、消費文化世界に上手に適応 し、その時々に応 じていろいろな価値観を選

びとっていく能力を身につけることこそが、あたかも思春期における通過儀礼のようでも

ある。「通過儀礼」は消失したわけではなく、明確な一つだけの基準をもたない、暖日未模

糊としたものに変質したと考えられる。そして、価値観を選びとる能力を育むには、長期

にわたる学校教育が必要となろう。

現代の若者の親への依存の長期化は、こうしたことも原因の一つになっていると推測さ

れる。しかし、価値観を選びとる能力は教育によつて身につ くとしても、価値観を作る必

要性がないところでは、これも機能しない。価値観を最も必要とするときは、おそらく子

どもが自立を迫られたときであろう。そのように考えると、物わかりのよすぎる親は結局

のところ、子どもの自立にとっては障壁なのかもしれない。逆を言えば、自分の価値観を

強行に押し付けてくる親の煩わしさこそ、子どもが巣立つためには重要な要素となるので

はなかろうか。居心地のよい関係は、いつまでも子どもを親の元に引き止める要因となる。

青年期の子どもがいる家庭には、道度な「いらだち」が必要なのかもしれない。
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